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梶山弘志（かじやま・ひろし）略歴

■昭和30年10月18日、茨城県常陸太田市生まれ
■県立太田第一高～日大法学部卒
■サラリーマン生活を経て、昭和63年会社を設立し、
中小企業の経営にあたる
■平成12年衆議院議員初当選、現在7期
■地方創生担当大臣（第4次安倍内閣）、地方創生担
当大臣（第3次安倍第3次改造内閣）、国土交通副大
臣、国土交通大臣政務官を歴任。現在、衆議院経済産
業委員会筆頭理事、自民党選挙対策委員会委員長代
理を務める。
■母・春江、妻・由可子、3女の6人家族
www.kajiyama-office.com/

参議院選挙の勝利で安倍政権は引き続き信任を得る。

梶山ひろしは、
党本部では選対委員長代理、
地元では茨城県連会長として
選挙全般の陣頭指揮を執り、
衆議院では経産委員会筆頭理事
として精力的に活動しています。梶
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参議院選挙茨城県での活動

自民党本部　第25回参議院議員通常選挙開票会場（7.21）

第25回参議院議員通常選挙自民党選挙対策本部会議（6.26）

衆議院経済産業委員会　委員会室筆頭理事席にて（6.12）

自民党本部 第25回参議院議員通常選挙開票立ち合い（7.21）

　日頃、梶山ひろしの政治活動に温かいご支援と
ご指導を賜り、誠にありがとうございます。梶山ひろ
しは、お陰様で精力的に活動を行っております。
　7月21日に投開票された第25回参議院議員通常
選挙は、「政治の安定」を最大の争点として戦いま
した。

　梶山ひろしは昨年10月、選挙対策委員会委員長
代理に就任以来、選対本部会議の主要メンバーとし
て、選対委員長や幹事長とともに全国の情勢分析
や候補者の選定を行い、応援を行って参りました。
結果、連立与党で改選議席の過半数63を上回る71
議席を獲得し、マスコミも「与党に対する堅調な支
持が伺えた」などと評し、政治の安定に結果を残す
ことができました。梶山ひろしも、参議院議員通常
選挙勝利の原動力として働き、党の内外から高い評
価をいただいております。
　また、衆議院経済産業委員会ではこれまでの経
験をもとに、筆頭理事として与野党の調整に尽力
し、4本の法案も成立させるなど、委員会の舞台回
しを支え、周囲から高い信頼を得ています。地元の
ため、日本のため、これからも梶山ひろしは「愛郷
無限」の政治信条で積極的に活動して参ります。
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■梶山ひろしチャンネル
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梶山ひろしのある日ある時 地域のため、国のために精力的に活動！

　政府は平成30年度から3年間に7兆円程度の事業規模で人命・経済・暮らしを守り支える重要なインフラ機能の維
持を目的とした「防災・減災、国土強靱化のための3か年緊急対策」を進めています。
　梶山ひろしは、国土交通副大臣時代（平成25年）当時に、全国のインフラの総点検を担当し、それが今回の事業
につながったものです。
　この事業では、平成30年度第二次補正予算と令和元年度当初予算の緊急対策事業が、茨城県内合計で約230
億円。私たちの茨城県第4区内の予算は、約55億円となりました。しかも平成30年度当初の事業費は23箇所5.8億円
だったものが平成30年度は36箇所28億円、令和元年度は37箇所27億円と大幅増となっています。梶山ひろしは引き
続き、緊急対策事業の早期完成を目指し、精力的に取り組んで参ります。

■主な事業箇所（これらの事業は令和2年度までにすべて完了予定）
●常陸太田市：常陸太田大子線（道路改良）、常陸太田那須烏山線（耐震補強）、
　浅川（河道掘削）など
●ひたちなか市：常陸那珂港山方線（道路改良）、中丸川（河道掘削）、常陸那珂
　港区海岸（津波高潮対策）など
●那珂市：那珂湊那珂線（側溝整備）
●大子町：大子美和線（道路改良）、久慈川（河道掘削）など

地元緊急対策に当初の10倍の予算を確保。

総務省へ特別交付税要望（2.6）

経済産業委員会さいたま市視察（4.24） 多言語音声翻訳展示会（4.17）

国土交通省道路局へ予算要望（3.15）

官邸にて菅官房長官へ予算要望（5.16） 大井川知事と二階幹事長への要望（2.13）

常陸那珂港に
クルーズ船が
次々と寄港！

茨城4区内の工事費（百万円）
3か年緊急対策H30当初

（通常分）
計
道路
河川
海岸

H30補正 H30当初比
577
416
161
0

2,800
2,140
550
110

485％
514％
342％
皆増

R1当初
2,764
2,334
320
110

H30当初比
479％
561％
199％
皆増

H30+R1
5,564
4,474
870
220

自然災害が多発する中、皆様の命や暮らしを守るため、
防災・減災の「3か年緊急対策」を進めています！

（茨城県作成資料をもとに事務所作成）

自民党本部「いばらきふるさとフェア」（5.22）

　梶山ひろしは、観光・インバウンドによる経済効果を目指し、クルーズ船
の定期的寄港のため、常陸那珂港の整備を進めました。今、それを受け
てクルーズ船が次 と々寄港しています。すでに飛鳥Ⅱ（定員872人）が５
回、セブンシーズマリナー（定員
708人）も寄港。
　今後、飛鳥Ⅱ（同）、ウエステル
ダム（定員1916人）、セブンシー
ズエクスプローラー（定員829
人）が予定されています。さらに
拡大して参ります。


